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四

八(

三
九
八) 

k
金
と
^
-
一
 

で
あ
る
と
I
ぅ
保
証
も
な
V
.-
し
：か
し
、.

も
し
，パ
タ
ゾ

が
重
要
な
条
件
を
無
視
し
て
決
め
ら
れ
た
ら
、
例
え
ば
極
端
に
同
質
でM

 

い
労
働
力
の
賃
金
も
同
一
化
じ
.た
.な
ら
、
I

タ
シ
.の
及
I

囲
が
修
正
さ
れ
る
か
、
I

い
は
企
業
を
し
て
同
一
墨
I

た
新
た
な 

労
働
力
論
を
実
行
せ
し
め
る
か
し
て
、
長
期
的
'に
は
競
争
賃
金
に
一
：致
す
る
傾
向
が
あ
ろ
う
。

. 

'

ノ
イ
マ
ン
径
路
と
技
術
進
歩

市

石

達

郎

' 

1
、

序

. 

.

一

ニ
、
モ

デ

ル

.

三
，
解
の
存
在
証
明 

四
、
結

語

.

一
、
序

本
稿
に
於
て
、

一
般
化
さ
れ
た
ノ
イ
マ
ン
.
.モ
デ
ル
I

ゲ
イ
ル
の
モ
デ
ル〔

1〕

に
技
術
進
歩
を
導
入
す

る
。
そ
の
場
合
、

全
て
の
期
間
に 

つ
し
てS

の
構
成
比
が
一
定
で
、
同
じ
率
で
成
長
し
、
競
争
価
格
の
も
と
で
零
の
利
潤
t

た
ら
す
径
路
ひ
存
在
を

証
明
^
^)

。

技
術
進
水
ノ
に
つ
，い
て
は
.与
件
と
看
做
さ
れ
る
場
合
と
、

経
済
内
的
に
定
ま
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
と
が

あ
る
。
..こ
こ
で
，

H

I

、
.所 

謂

■
誘
発
鑛
進

歩

を

取

り

扱

ぅ

。
特
に
、

、ゾ
ュ
ム
べ
丨
タ
丨
の
技
術
革
新
f

l

i

l
を
想
起
す
れ
ば
分

か

り

易

い

。

‘ 

純
^*
数
号
^
記
号
と
し
て
次
の
定
義
を
用
い
る
。

R

:
外
次
元
ユ
，丨
ク
リ
ッ
ド
空
間
の
.非
負
象
限
。
 

.

:
f 

ノ
イ
マ
ン
径
路
と
技
術
進
歩

四
九
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(

三
九
九)



，五
〇(

四
〇
〇

)
:
'sn(
さー
.

1
)

次

元

シ.ン

プ

レ

，
ッ

•ク
.
ス.
.
. 

.

.

.
：
k

メ

空

集

合
 

、
r
 

/ 

.

.

,

ま
た
、
任
意
の
ベ
タ
ト
ル
a

l

a

l

,

O
,

 

b
s
l
,

 

r
y
に
関
し
、

. 

a
l[
v

&

は
全
て
の〜
に
関
し
て
.a

か
F

を
意
味
し
、

a
lv
5
は
全
て
の
く
に
関
し
てa

w
b
i

で
あ
る
が
、
少
く
と
も
一
つ
の
€
に
関
し
穿
>

^
を
意
味
し
、
 

f
t
-
w
v
^

は
全
て
の
.丨
に
1
.し
て
a
v
h
i
を
意
味
す
る
。
 

•
-

(

注
1)

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
討
論
の
場
を
与
え
て
下
さ
っ
た
千
種
義
人
教
授
、
多
数
の
貴
道
な
助
言
を
下
さ
っ
た
根
岸
降
助
教
授(

東
京
大
学)

、=
：

又 

邦
雄
助
手
、
谷
ロ
興
ニ
氏
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
無
論
、
本
稿
で
の
論
述
の
責
任
は
全
て
筆
者
の
も
の
で
あ
る
。

私
の
学
部
学
生
時
代
か
ら
蒸
陶
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
福
岡
正
夫
教
授
の
元
気
な
帰
国
を
祝
し
、
こ
の
論
文
を
福
岡
正
夫
教
授
に
捧
ぐ
。

一
一
、

モ

デ

ル

我
々
はS

財
か
ら
成
る
閉
鎖
型
モ
デ
ル
を
考
え
る
。
こ
こ
で
、
財
は
全
て
の
種
類
の
財
•

サ
I

ヴ
ィ
ス
を
意
味
し
、
人
間
は「

労
働」

と
い
ぅ 

財
を
供
給
す
る
産
業
と
考
え
ら
れ
る
。
 

：

記
号
を
次
の
ょ
ぅ
に
定
義
す
る
。
 

•

…
…
，

&
 

☆

次
元
縦
ベ
ク
ト
ル
。
こ
の
第
j

成
分
ち
は
第
i

財
の
投
入
量
を
表
す
。
ま
た
、-
8

S

は
第
i

期
の
投
入
量
を
表
す
れ
次 

元
縦
べ
ク
ト
ル
と
定
義
す
る
。

.

.
,

r

y

れ
次
元
縦
べ
タ
ト
ル
。
こ
の
第
j

成
分
a/
,
-は
第
i

財
の
産
出
量
を
表
す
。
ま
た
、
2

/

S
は
第
i

期
の
産
出
量
を
表
す
れ
次

元
縦
へ
ク
卜
ル
と
定
義
す
る
。

s

i) 

7

タ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
。
財
を
^

だ
け
投
入
す
れ
ば
か
だ
け
産
出
さ
れ
る
。

T 

U産
可
能
性
の
集
合
で
あ
り
、
技
術
裏

す

。
す
な
わ
ち
、(

i

s

な
る
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

I

は

技

術

的

に

證

可

能

で

あ

I

f

丨
•

;

"

)

、

次

元

横

ベ

ク

ト

ル

。

こ

の

f

成
八i

第
i

財
の
価
格
を
表
す
。
従
つ
5

,

念

T

が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
1

は 

.

ア
ク
テ
ィ
ゥ
ィ
テ
ィ
の
費
用
を
表
し
、
3

は
収
入
裏
す
。
掏
、
墓

は
第
ふ
の
価
格
裏
す
I

元
横
ベ
ク
ト
ル
と
定
義
す
る

。

仮

u

r

u

y

r
邊

」

て
い
く
も
の

i

l
い
。

I

l

f簾
は

次

の

諸

仮
定
1

(

a) 

f

期
？

は
前
期
に
採
用
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
、
前
期
の
価
格
に
、
そ
れ
ぞ
れ
連
続
的
に
依
存
す
る

。

ず

な

わ

ち

、

雜 

S
 

3 

T

川T

 (

叉
z

)

i

宁

1)

4
 (

了 一
)
)

と
書

け
f

)

，2
/
§

e
T
(

爷

1
)，

f

I

n

)

を
満
た
す
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
第

6

期
に
実
現
可
能
で
あ

る

。

.

(

b)

価
格
が
T
の

靈

で

あ

つ
て
も
、
そ
れ
は
3

0

,
 0)

が
空
集
合
で
あ
る
か
否
か
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

T
-F
め
，
妙)

丨(

0
,
0¥

公

.
な

ら

ば

こ

の

^
,
と

任

意

の

w

rn
td
+3

と
を
入
れ
替
え
て
も 

：；

闩(

か

め

；
‘
；

p
i
o
0
¥令

1

2

第
I

に
実
現
可
能
な
任
意
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
前
期
に
採
用
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
•に
関
し
て
同
次
で
あ
る
。
す
な

(

8 
i

p

y

3

)

rn
H

H(

丁
 2

)，
{
t
—

 1
)
)

ノ
イ
マ
ン
径
路
と
技
術
進
歩

五一
(

四
〇
一)



, 

五
ニ 

(

四
〇
ニ)

な
ら
ば
任
意
の
ス
ヵ
ラ
I
 

yIJ
V

o

に
関
し
、

(
y
*
.
x
s

, u
)
)
G
T
(
r

 
•艮
丫 1)，

35(

丫 1)) 

—

を
満
た
す
実
数
た
が
存
在
す
る
。
' 

:(

注2)

. 

•

仮
定
2

は
後
に
若
干
検
討
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

仮
定
3

過
去
に
実
現
可
能
で
あ
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
現
在
で
も
実
現
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
任
意
の
i

に
関
し
、

T
i
s
, y{t\ 

w

s

)

n

T

(

o

^

 

+

 

l

)

，

'

仮
定 
4
 

(

«

,

-)

2

(

5

%

,

^)

，(

5

S

P

T

^

J

^

V
、
^

で
あ
り
.'
'

i

v

sjt
o
, 0

)，

€
,
5

扑(Q
,

 

Q
)

な
ら
ば
、

T(

«
+
«
z 

气
+2
/
v

 39)1 (
0
,
0

)

#
，

■

仮
定
5

数
学
的
便
宜
の
為
、
T
ic
T

.
は
如
次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
間
上
の
閉
集
合
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
す
る
。

(

注
2)

第
四
節
参
照
。
 

.

ン
、

.

任
音f

の
纟
期
に
於
て
は
T

(

H

公
1

1)

，y{t—
l\

 

丨1
)
)

は
固
定
さ
れ
て
い
る
。•
'そ
こ
で
、
固
定
さ
れ
た
T

に
関
し
て
次
の
仮
定
を
設
け
る
。
 

つ
ま
り
各
期
の
.

T
が
仮
定
6

丨
9

を
満
た
し
て
い
る
よ
う
に
、
仮
定
1

—

 

5

の
仕
方
で
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

伖
定
6
 

丁
は
％
次
元
.ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
間
の
.
非
負
象
限
に
於
て
原
点
を
頂
点
と
す
る
閉
じ
た
凸
錘
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

(

a) 

丁
は
27
1

次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
間
の
非
負
象
限
に
含
ま
れ
る
。

F

2
/

)

rn
T

n

 

界 

.

投
入
量
、
産
出
量
が
非
負
の
実
数
値
を
と
る
、
と
い
う
経
済
的
意
味
を
持
つ
。
 

、

(

b) 

T
.は
原
点
を
頂
点
と
す
る
錘
体
.で
あ
る
。

F

s

rn
T

な
ら
ば
任
意
の
ス
カ
ラ
ー

y
lh
/

o

に
関
し
て
、r
A

H

i

m

T

生
産
関
，数
が
一
次
同
次
で
あ
る
こ
と
を
意
味

.す
る
。
ま
た
、y

 =

 Q

と
置
い
て(

Q
,

 

0
)
e
T

す
な
わ
ち
、
生
産
活
動
を
全
然
行
わ
な
い
こ
と 

も
可
能
で
あ
る
。
 

.

.

(

C)

加
法
性
。
 

'

f 

y
m
T
, 

f 

奶)

m

T
 

な
ら
ば
、

(

x

i

,
 

a

/

i

-m
T

外
部
不
経
済
が
存
在
し
な
.
い
こ
と
を
表
す
。

.

(

d

)

.
数
学
上
の
便
宜
の
為
、
T

は
か
次
元
ユ
丨
ク
リ
ッ
ド
空
間
上
の
閉
集
合
で
.あ
る
こ
と
を
仮
定
す
る
。

仮
定
7

桃
源
郷
の
不
可
能
性
。
す
な
わ
ち
、
無
か
ら
有
を
生
み
出
す
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
実
現
不
可
能
で
あ
る
。
 

o

2
/
)
6闩

な
ら
ば
1

0

仮
定
8

ど
の
財
に
つ
い
て
も
、
そ
の
産
出
量
が
正
と
な
る
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
テ
ィ
が
少
く
と
も
一
：
つ
は
存
在
す
.
る
。

F

S
G
T

 

(

た
だ
し
s?
>

〇)

が
任
意
の
i

に
つ
い
て
存
在
。
 

，

仮
定
9

自
由
処
分
。
す
な
わ
ち
.、
余
っ
た
財
の
処
分
に
費
用
が
か
か
ら
な
い
。

(

«

2

/

m

T

,砍

f
,

 

な
ら
ば
F

衮
闩

■

 

.

 

.

 

.

 

.

.

' 

，

.

さ
て
、
以
上
の
仮
定
の
も
と
で
、
我
々
は
全
て
の
財
が
毎
期
々
々
同
一
の
成
長
率
で
震
比
を
変
え
ず
に
成
長
し
て
い
く
径
路
を
考
え
る
。
先 

ず
i

固
定
し
て
考
え
る
為
、T

=
T
(
x
*
i
*
,

、)

と
置
く
。
以
下
、
し
ば
ら
く
の
論
述
は
ゲ
イ
ル〔

1〕

及
び
カ
丨
リ
ン〔

C
S
O

に
ょ
っ
て
い 

る
。
仮
定
6
 —

 

9

の
も
と
で
、
 

'

J
U
H
,
》

¥

m

a

xcr
l
2
/
l^
c 

•
«
}
.

ノ
イ
マ
ン
径
路
と
技
術
進
歩
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四
〇
三

)



. 

五

四

(

四
〇
四)

と
定
義
ず
る
と
、
.
■

^
=

^

«|
*

を
満
た
す
说
及
び(

«l
*

,
ni)

rn
T(

％
, 
%

,

气)

が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
、

管

 

l

*

%

i

j

i

)

33
3

ご
1

F

&

さ
ら
に
ゝ
こ
の
怂
及
び
任
意
の
^

夂
^

^

^

^

^
に
対
し
、

(
1
)

3
 
丄

4:
*队

o 

’

, 

(

注 
4)

を
満
た

す
^

^
°

が
荏
在
す
る
。

(

3
 

m

,

 

^
 

3が
、
技

術

I
xnc
-
, 

%, 

3

の
も
と
で
の
ノ

イ
マ
ン
径
路
を
構
成
す

る

。
.
：

.佃
格
が
デ
、
利

子

率

が(

^

1

1)

に
定
め
ら
れ
た
と
き
、
任
意
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ(

p 

2
/

)

m

T(

H
*
% 

2
5
3

に
よ
る
利
間

丈
、

で
表
さ
れ
て
(1

式
に
よ
り
非
正
。
他
方
、

ノ
イ
マ
ン
径
路
上
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
が
⑴
式
を
等
号
で
満
た
す
こ
と
は
明
ら
か
で
ぁ
る
。
つ
ま 

り
動
学
的
完
全
競
争
の
下
で
、
C

均
衡
価
格
、(

お
ー1

)
を
均
衡
利
子
率
と
解
釈
す
る

こ
と
が
出
来
、

ノ
イ
マ
ン
径
路
上
の

ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ 

テ
ィ
が
実
際
に
稼
動
さ
れ
得
る
。

(

注 
3)

ゲ
イ
ル〔

l
〕
.p. 

.
200
8 

又
は
力
ー
リ
ン〔

2〕

S

I
 ヨ 

9
.
1
0
.
1
,
P. 

3
300
参
皿
。

(

注 
4)

ゲ
イ
ル〔

1〕

H
r
o
r
e
m 

1
,
p. 

2
9
0

 

又
は
カ
ー
リ
ン〔

2〕

^
^
8
1 

p

s

.

p p
CJ
O
co
to
参
照
。

上
述
の
議
論
は
H

G

*
%, 

3

を
所
与
と
し
て
い
た
。

そ

こ

で

次

に

(

nc

.、
%, 
3

を

或
る
定
義
域
0

上
で
動
か
す

と
、
2)
式
を
満
た
す 

(

«'
デ

&

の
荏
在
が
証
明
さ
れ
.る
。

(

ダ

s
rn
T

K

$
 也)

s

~ T
-

=

f

_

s

n

>

0

l
FR
E

a
F 

2/

m

T 

(

«!
,

f'
&

f
y
-
A
&
x
ll

A
Q
,
^l
lv
o 

こ
の
証
明
は
次
節
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。

今
、
全
て
の
期
間
に
つ
い
て
俪
格
、
.利
子
率
は
一
定
で
^'(

r

l

l

)

と
し
、
 

« 

s
n
M
H 

y
^
"
e 

Cc(if+1) =

 2
/
S
=
、M;̂

 

2/(m+1) =
、m

î

各

+
2

)

=

^

?

1

y

^

w

 

2/ci+2)"jJ

sr

を
満
た
す
径
路
、

(

X
S
5 

2
/
s

) 

. 

2, 

3
,

.

.

を
考
え
る
。
⑵
式
ょ
り
、
第

(
m
)

期
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ(

f

1
)
.
2
/
(
m
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得
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し
か
も
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
に

よ
る
利
潤
は
非
負
。
以
下
、
同
様
に
考
え
て
行
け
ば
よ
い
。

.

こ
の
モ
デ
ル
で
は
仮
定
1

丨
.
5

に
従
っ
て
技
術
が
変
化
す
る
。
こ
の
と
き
、
全
て
の
期
間
に
つ
い
て
、
財
の
構
成
比
が
一
定
で
、
同
じ
率
で
成 

長
し
、
競
争
価
格
め
も
と
で
非
負
の
利
潤
を
も
た
ら
す
径
路
が
少
く
と
も
一
つ
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
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ー
、

解

の

存
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証
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定
理
仮
定
1

丨
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満
た
す
こ
の
モ
デ
ル
に
於
て
、
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式
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満
た
す(
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,
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が
存
在
す
る
。

定
理
を
証
明
す
る
為
、
準
備
的
考
察
を
し
、
補
助
定
理
1

—

5

を
得
る
。
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下
で
は

W

F

y, 

7
j
¥

t
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と
し
、
^

s
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場
合
に
限
っ
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考
察
し
て
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.
い
。

補
助
定
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=
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一
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定
ま
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。
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r
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収
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点
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仮
定
6

—

8

が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
A
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仮
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鉍
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得
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収
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仮
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得
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。
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す
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、
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収
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収
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を
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す
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れ
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し
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ょ
り

A
e

p
c

x
,

 

P
*) 

' 

'

か
く
し
て(

％
,
，

^)

rn
F(

«
*
, 

%
,气)

が
証
明
さ
れ
た
。

補
助
定
理
4

写
像
尸
に
ょ
る
像
は
凸
集
合
で
あ
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。

上
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で
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w

«
*
%
, 

3

1

が
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定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
も
と
で
は
1
«
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*
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は
自
明
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あ
る
。
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*
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/
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*
¥
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m 

と
矩
義
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ぅ
。
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デ
ル
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を
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つ
為
に
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、
無
論
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扑
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け
れ
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な
ら
な
い
。
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理
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ク
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あ
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と
W
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前
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採
用
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れ
た
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
だ
か
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仮
定
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。
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y
)
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す
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。
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が
今
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、
実
際
に
稼
動
さ
れ
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す
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と
、
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の
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F
2
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仮
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p
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仮
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が
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
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っ
て
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ク
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定
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の
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s
よ
り
.
角
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不
動
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理
が
援
用
出
来
る
。
す
な
わ
ち
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次
を
満
た
す
F

デ
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存
在
す
る
。
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先
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仮
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す
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、
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で
仮
定
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す
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/
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す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
考
察
さ
れ
る
技
術
進
歩
は
過
去
の
生
産
の
絶
対
水
準
に
依
存
し
な
い
。

こ
の
事
実
が
こ
の
モ 

テ
ル
の
決
定
的
な
欠
陥
と
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
技
術
進
歩
の
あ
る
場
合
に(
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が)

の
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在
を
証
明
す
る
為
に
は
、
仮
定
2
と
類
似
の 

も
の
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

各
丁
に
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て
ノ
ィ
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径
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が
そ
れ
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れ
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克
ら
れ
る
。
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迷
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仮
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h
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さ
れ
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ろ
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ィ
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ン
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路
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対
し
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爲
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^
0
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1
1
1

が 

成
立
す
る
。
 

，

参
考
文
献

〔

1〕
Gale, David, 

"The Closed Linear 

M

l
 of production、

p
a
p
e
r
'
s

 from Linear Inequalities and Related Systems, ed. by K
u
h
n

and 

T
u
c
k

ct
»
r
,

 Annals of Mathematical Studies 3

oo(princ6top* 

1956X

ノ
ィ
マ
ン
径
路
と
技
術
進
歩 

六

三(

四
.一
兰)



B

, 

六

因(

四
一
四

)

〗
2

_/
\
_
/
w

l

y

 

f
 
異
 

Mathematical Methods 

I
 Theory n

a
m
e
s
,

 

p
r
s
m
m
m
i
n
g
,

 

n

o

t
 

s
 I 

(
A
d
d
i
s
o
n
-
W
e
t

 •
1
959)

〔
3〕

K
e
l
y
,

 J
o
h
n

 

p a
n
d

 M
l
l
r
n
,

 

o

f
 

I
 

T
h
i
l 

G

l
 

L., 

:
A Generalization 

of 

the 

v
o
n 

N
e
u
m
a
n
n

 

M

l of 

a
n

t̂x
pand

i
n
g Ec—o

n
o
m
y
、

Econormtrica, 

V
o
l
.
24, .No. 

2

>

与
户
.I—»956).

〔

4〕
M

o
m

i
o

 

a
n
d

 

T
h

o
!

 

Gerald 

L., 

,

g

l
 G

r
o
w
t
h

 

of 

F
i
l

 

in 

. Competitive 

Situation 

with 

External 

ii/conomies. 

International Econm/ic Review, 

v
o
l
.
1
,
No. 

2 

1
9
5
0).

〔

5
g

〕

I
n N

e
u
m
l

 

尸 

e

i

n

f

l

f
 

G
l
e
i
f

 g
s
s
y
l

 

g
d eine 

v
e
r
a
l
l
g
l
i
n
e
l

 des 

B
r
o
u
w
e
l
e
n

 F
i
x
p
l
s
a
t
z
e
s
、

 

”

1

1 
麗

 

m

l

l

g

f
 K

o
l
l
o
q
u
f

 

No. 

S 

(1937)，
translated in 

English 

as, 

M
o
d
e
l

 of General E
c
o
n
o
m
i
c

 E
l

i
b

f
、

s
 

W
i
l
s
o
n
,

 

Gerald L., 

,
o
n

 
the S

i
o
n

 of a G
_
t
h
e
l
c

 

P

I

S'
p
a
p
e
r

 17 f
r
p
m

 

L

f
 

f
 
I

f
 
l

e

i
 
f
 
I

資 料

F
r
o
h
n
d
e
n

 

に

つ

て

宇

尾

野

久

.

l̂erner Conze, 

Quellen.zur Geschichte 

d
e
r

,
 deutschen. 

Bauern- 

n

 S
5
7
.

で
、
編
纂者 w

.

 c
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§ 

s
r 

F
r
o
h
n
d
e
n
.

か
ら
大
要
次
の
よ
ぅ
な
抜
窣
を
掲
げ
て
い
る
。

「

最
後
に
、
賦

役

(
d
i
e

 

F
r
o
h
n
d
e
n
)
，
(
H
o
f
e
d
i
e
n
s
t
,

 

H
e
r
r
e
n
d
i
e
n
s
t
,

 

R
o
b
o
t
,

 

s
c
h
a
r
w
e
r
k
)

が
問
題
と
な
る
。
：

.之
等
は
ま
ず
第一.

に
役
畜
奉
仕(Gespanndienst)

と
手
の
奉
仕(Ha- 

n
d
d
i
e
n
s
t
)

に
分
か
れ
る
。
前
者
は
通
常
も
と
も
と
役
畜
を
保
持
す
る
に
充
分 

大
き
な
農
家
敷
か
ら
し
か
給
付
さ
れ
な
い
。.後
者
は
、(

役
畜
を
保
持
す
る
に) 

充
分
で
な
い
か
、
.も
と
も
と
役
畜
が
存
在
し
な
い
小
さ
な
農
家
か
ら
給
付
さ
れ 

る

矿
者
は
普
通
農
民
と
云
わ
れ
る
、
そ
し
て
更
に
そ
れ
は
四
頭
の
馬
を
以
で 

奉
仕
す
る
完
全
瞥
展
と
ニ
頭
1

一
頭
の
馬
を
以
て
*
仕
す
る
半
農
民
に
区
別 

さ
れ
る
。

手
を
，以
て
奉
仕
す
る
者
は
、
小
百
姓(

K
O
S
S

{»:
t
e
n
)

.又

.は
小
舎
住
.農

(

0

t

-
 

n
e
r
>.

.と
呼はれるしかし

手
の
奉
仕
は
、
耕
地
を
も
た
ず
、

家
や
庭
や
放 

牧
地
ズv

i
e
h
w
e
i
d
e
)：

し
か
も
た
.な
い
小
舎
住
農(

g
d
n
e
r
,

 

n

 

or

F
r
o
h
n
d
e
n

に
つ
い
て

rtnem, 

Einliegem, 

Insten

等)

.と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
者
達
か
ら
も
給
付 

ざ
れ
る
。

.第
一
一
に
、
測
定
さ
れ
た
奉
仕
と
不
測
定
の
奉
仕
に
区
別
さ
れ
る
。

測
定
さ
れ
た
奉
仕
は
、
普
通
日
数
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
か
く
て
年 

間
の一

.定
数
の
賦
役
日
.

(Hofetagen)

.が
、
給
付
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
年 

間
の
.こ
の(

賦
役)

日
時
の
選
定
は
、
.稀
に
グ
ー
ッ
へ
ル
に
依
存
す
る
、
然
ら 

ざ
れ
ば
各
農
業
季
節
の
各
週
に
定
め
ら
れ
る
。

そ
の
際
当
該(

賦
役)

日
の
一
定
量
の
各
種
労
働
が
規
定
さ
れ
る
か
又
は
規 

定
さ
れ
て
い
な
い
.場
合
と
，が
あ
る
。
最

後

の

場

合

に

は

、

そ
の
.賦
役
は
権
利
者 

達
に
と
っ
て
通
常
き
わ
め
て
価
値
が
少
い
か
又
は
廃
止
さ
れ
た
農
奴
制
や
臣
従 

.制
度
、
さ
ら
に
廃
止
さ
れ
た
：領
主
载
判
制
度
の
.場
合
の
よ
う
.に
、
.
そ
こ
で
即
座 

''に
.•肉
体
的
強
制
手
段
が
役
立
ち
得
な
1'
場
合
に
は
ザ
そ
の
li
:
^:
の
M
値
は
無
に 

低
下
し
て
し
ま
：う
。

之
等
の
無
限
定
の
賦
役
は
義
務
農
民
自
身
に
上
っ
て
も
一
般
の
上
級
農
民
に 

と
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
外
の
奉
仕
種
類
よ
り
不
利
と
な
る
。

つ
ま
り
そ
れ
.は
韋 

惰
、
.無
関
心
、
故
意
な
^
完
全
な
.や
り
方
や
惡
意
の
反
抗
を
誘
発
し
、
そ

れ

に

.

六
五
：(

四
1
S

)


